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全 体 会 合 （ 2 0 0 8 年 ６ 月 ３ 日 ） の ま と め
 
 
 
 

鈴木さんに作成いただきました「映像の PR・お披露目用のちらし」の案をベースに皆さんで修正点

等話し合いました。また、製作した映像の貸し出しについてもアイデア出しを行いました。下記に今回

の話し合いの主な内容を記載します。 
１．議事メモ 
（１）今回、新たに参加または見学された方について 
・ 日本福祉大学・教育開発室の鈴木さんに参加いただいた。 

（２）「映像の PR・お披露目用のちらし」における話し合い（挙がった主な意見を下記に示す） 
・ 目的を明記する必要があるのではないか。どこで借りられるのか、どんなところで使えるのかな

ど入れたらどうか。 
 目的となる「貸し出します」という文面はちらし上に入れる方向性で、貸し出しの場所等の詳

細は、別紙で作成する方向性で検討する。 
 参加メンバー募集という文面は削除する。 

・ 字が小さいのはないか。目で見るので、字を減らしたらどうか。 
 文字を大きくする方向性で検討する。 

・ 半田市市民交流センターが末尾に記載してあるが、大学名はなくていいのだろうか。 
 協働の文面のところで大学名は出てくるが、表面の下あたりに、市と大学の連名で入れる方向

性で検討する。 
・ 製作メンバーは、通常、ちらしでは入れないのではないか。 

 現在、末尾に載せてあるが、映像づくりプロジェクトの概要のところに、あまり目立たない形

で入れる方向性で検討する。 
・ ポスターも作成したらどうか。 

 ちらしを拡大コピーする方向性で対応する。（交流センターでコピーして頂く流れで検討） 
・ 写真の使い方で、紙面上で連続性や対比などができるといい。 

 連続性、対比などを念頭において検討する。 
・ その他 

 表面が４色カラーで、裏面を１色とする。印刷部数は、プロジェクトの企画 PR 用で 3,000 部、

その他、市と大学が 1,000 部ずつで、計 5,000 部印刷する。流れとして、次回、最終の詰めを

行って、その後、１週間程度で校正して印刷にまわして、６月末に完成させる予定。 
・ 今回、挙がった意見を踏まえて、鈴木さんに再度、修正いただき、次回、最終の詰めを行う。 

（３）映像の貸し出しにおける話し合い（挙がった主な意見を下記に示す） 
・ 貸出簿とともに、見て頂いた感想など書いてもらうアンケートを設けたらどうか。 
・ ルールとしては、貸出期間として２週間、営利目的でなければ、個人から団体まで自由に貸し出

す、あまり厳格にしないまでもコピー（ダビング）の禁止は文面として記載する。 
・ 貸し出し場所として、交流センター以外で、大学や市でも他の課や観光協会、図書館など挙がっ

た。しかし、あまり広げすぎると独自のきめ細かいアンケートを取ることは難しく、まずは、交

流センターから始め、状況に応じて広げていったらどうかという意見が出た。 
（４）その他 
・ 学生たちが集中的に動けるのは、９月、１０月ということであった。９月、１０月に、イベント

等で、ちらしを活用した PR 活動に重点をおいて行ってはどうかという案も出た。 
（５）次回以降の全体会合 
・ 次回：６月１７日（火）１０時～市民交流センター（次々回以降 7 月 15 日、8 月 19 日） 
・ 次回の内容：ちらしの最終詰め、今年度行っていく事業の骨子・方向性を決める。（ちらしを活用

した PR に力を注ぎ込むのか、勉強会を開催するのか、新たな映像を撮影するのかなど） 


